
比較的調査しやすい財産です。

１．遺産分割の事例紹介
今月号では、遺産分割の事例紹介③として「換価分割

の活用」について説明します。

２．具体的事例
①被相続人：母（令和５年５月２５日死亡）。
②相続人：長男・長女の２名。
③遺産：自宅不動産と預貯金（３００万円）のみ。

３．遺産分割についての相続人の考え
〇共通する部分

相続人は２人なので、預貯金は１５０万円ずつ取得
することで構わない。
〇相続人で相違する部分

お互い母と同居していたわけでなく、実家を相続し
ても固定資産税や空家の管理・修繕など負担が重いた
め、お互い相続したくないと考えている。

４．問題の所在
本事例のように、相続により空家となることがありま

す。しかし、所有者は空家であっても適切に管理等する
義務があり、固定資産税も負担しなければなりません。

このように、所有者は様々な負担を負うため、空家と
なる実家を「相続したくない」と考えている方もいます。

一方、相続は「相続放棄」しない限り亡くなった方の
財産全部を承継するので、「この財産は欲しいけど、あ
の財産はいらない。」といった、相続財産の一部のみの

相続は認められていません。

５．本事例の検討
（１）現物分割

長男・長女のどちらが取得するかの押し付け合いとな
り、話し合いが平行線をたどる可能性が高いでしょう。
（２）代償分割

長男が自宅を取得し、代わりに長女に相応の金銭を支
払って解決を試みようにも、相続後の固定資産税の負担
や空家となる実家の管理・修繕を考えると長男の負担が
重く、これも話し合いが平行線をたどる可能性が高いで
しょう。また、そもそも代償金を用意できるかという問
題もあります。
（３）換価分割

固定資産税の負担や空家の管理・修繕義務は、不動産
の所有者が負います。そうであれば、思い切って自宅を
売却し、必要経費を支払った残りの代金を相続人で話し
合って分配すれば、所有者としての責任を押し付け合う
こともありません。また、不動産が金銭に変わることで
分配方法の自由度が高まりますので、円滑に話し合いが
進むことが期待できます。

６．まとめ
自分が生まれ育った実家を早々に売却することに抵抗

感がある相続人も多いと思います。
一方、上記で検討しましたように、現物分割や代償分

割では解決が図れない課題もあるため、無理して現物分
割や代償分割で相続しても、その後の所有者としての責
任で後悔することがあります。そのため、そうならない
よう「換価分割」を検討いただければと思います。

また、親が予め「実家は売っても良いんだよ。」と伝
えておくのも、円滑な相続を考えた時に有効かもしれま
せん。
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（事前のご予約で、時間外・土日も対応可能です。） 吉川事務所 豊明市

今月のテーマ 「遺産分割の事例紹介③ ～換価分割の活用～」

６月に入り、梅雨の時期となりましたね。
梅雨時期は蒸し暑いですが、場所によってはクーラー

が効きすぎて寒かったりで、体調を崩しやすいのでお気
を付けください。

さて、来月７月２３日（日）に第８回相続セミナー
「笑顔相続の作り方」の開催が決定しました。少し早い
ですがお知らせします。参加費無料・予約不要です。

記
日 時：令和５年７月２３日（日）１４：００～
場 所：豊明市商工会館 １階ホール
セミナー：１４：００～１５：４０（先着１５名様）
相談会：１５：４５～１７：００（先着順）
講 師：棚瀬誠弁護士、加古渉税理士、吉川豊司法書

士の３名

「相続セミナー開催のお知らせ」ごあいさつ

（当事務所ＨＰ）

母 父
（被相続人） （母より先に死亡）

長男（相続人） 長女（相続人）


